
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
０１ ユニバーサルデザイン（UD）の考えを取り入れた授業づくり 

本校では「豊かな関わ

り合いを通して、生き生

きと学ぶ子どもの育成」

を研究主題に、ユニバーサルデザインの考えを生かし、基

礎・基本の定着を図る指導の工夫について、研究を深めて

きました。令和元年度の算数科における研究で開発した

「春岡スタンダード」をベースとして、令和２年度から令

和４年度までは、国語科の研究で全ての児童にとってわか

りやすい授業づくり・環境づくりを行ってきました。令和

５年度からは、さらに ICT の活用を活性化し、様々な教

科での「基礎・基本」の定着を図っていきます。 

０２ 自己指導能力＜自己存在感、共感的な人間関係、自己決定＞の育成のために 
本校では、自己指導能

力を育成する上で、「わか

る授業」を重要視してい

ます。授業では児童の「できた」「わかった」「もっとやり

たい」という気持ちを引き出し、自信や意欲につなげ、自

己存在感を醸成しています。 

また、特別活動では、縦割り活動、委員会活動、クラブ

活動を充実させたり、行事では実行委員会を組織し、自治

的な運営を意図的、計画的に体験させたりして、自己指導

能力の育成に努めています。 

さらに、さいたま市独自の教育課程である「人間関係プ

ログラム」により、人間関係形成のためのスキルも身に付

けさせています。 

０３ 安全で整備された教育環境づくり 
学校における「安心・安全」は、全ての教育活動の前提となる

ものです。安全で整備された教育環境づくりのために、本校では、

月1回の定期的な安全点検に加え、毎日の点検も行っています。  

また、地域、保護者、関係機関との連携も強化しており、特にＰＴＡでは、黄色の防犯ベストを全ての家

庭に配付し、来校時等での着用を促しています。このことにより、犯罪の抑止力が期待されるだけでなく、

保護者の防犯意識が高まり、児童の安心・安全につながっています。 

さらに、日々の健康観察を徹底し、病気やけが等への丁寧な対応に努めています。併せて、感染症の予

防のため、児童が密にならないような環境づくりを行い、万が一感染症が発生した場合の対応策も事前に

想定し準備しています。 

児童の心のケアが必要な場合に備えて、「児童生徒の心のサポート 手引き」を活用するとともに、日々

の観察、アンケート調査等から児童の発する小さなサインを見逃すことなく迅速な対応ができるように努

めています。 

＞＞＞＞＞＞ ＞＞＞＞ 

１ 学校は勉強をするところ⇒基礎学力の保証 

２ 学校は友だちと仲よくするところ⇒自己指導能力の育成 

３ 学校は安心・安全なところ⇒すべての教育活動の前提 

■ 所在地：さいたま市見沼区春岡２丁目２９番地１ ■ 電話：048-683-3281 

■ FAX：048-683-8974 ■ 交通：東武アーバンパークライン七里駅から徒歩 20分 JR宇都宮線 

東大宮駅から国際興業バス アーバンみらい行き 春岡二丁目バス停下車 徒歩 5分 
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さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 


